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決算とは、１年間における収⼊と⽀出の実績を確認することで、「どのような収⼊があったか」、「予算で決められたお⾦が実際どのように使われたか」を明らかにするものです。
令和４年度は、感染症対策に加え、燃料費や光熱費等の物価⾼騰対策などに取り組みました。歳⼊の多くを占める市税収⼊は３年ぶりの増収となっており、給与所得、

営業等所得の増や、新増築家屋の増などが主な要因となっています。
今後、⾼齢化の進展に伴う社会保障経費の増加等により予算規模の増加が⾒込まれ、将来的には市税収⼊の減少も⾒込まれるため、限られた財源の中で施策を選択

し、同時に、可能な限り効果を⾼めて実施していく必要があります。

横浜市の⼀般会計決算（令和４年度）

⼀般会計決算の４つのポイント

決算収⽀（前年度⽐較）

市税決算額の推移

⼀般会計が対応する借⼊⾦残⾼の推移

（注）各項⽬で四捨五⼊しているため、合計が⼀致しない場合があります。

（年度）
0

（億円）

（注1）それぞれの分野の予算には、事業の財源として、過去に発⾏した市債の返済額を含みます。
（注2）「地下鉄・バス・⽔道事業に」は、公営企業会計への繰出⾦です。
（注3）横浜市⼈⼝ニュースNO.1160（3,768,664⼈、令和５年４⽉１⽇現在）に基づき計算しています。

市⺠１⼈あたりの歳出決算額（545,051円）
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（億円）

（年度）
0

横浜市ワンストップ財政情報
令和５年９⽉時点

（単位︓億円）

区  分 R4決算（①） R3決算（②） 増減（①ー②）
歳⼊決算額（A） 20,815 21,554 ▲739
歳出決算額（B） 20,541 21,343 ▲801
繰越財源　（C） 122 99 22
実質収⽀
（AーBーC） 153 112 40

⼦育て・教育に 16.2万円 29.8%

福祉・保健・医療に 15.7万円 28.8%
横浜の魅⼒づくりや
経済の発展に 6.4万円 11.7%

道路・住宅・
計画的な街づくりに 4.3万円 7.8%

市役所の運営等に 5.1万円 9.3%

地球温暖化対策や
⽔・緑の保全に 2.6万円 4.8%

地域づくりやスポーツ
活動・区の運営に 1.3万円 2.4%

ごみの処理や
減量・リサイクルに 1.2万円 2.1% 救急・消防に 1.2万円 2.3%

地下鉄・バス・
⽔道事業に 0.5万円 1.0%

市⺠⼀⼈当たり
残⾼（万円） 84 84 84 83 83

（注）横浜市⼈⼝ニュースNO.1160（3,768,664⼈、令和５年４⽉１⽇現在）に基づき計算しています。


